












『とりかへばや物語』は物語作成に当たって『源氏物語』の影響を受けている作品とされている。この物語は、幼少期から「男らしさ」 「女らしさ」が見られなかった男女のきょうだいを、父の大納言が二人の性を取り替え、それぞれの人生を歩ませるところから始まる。自分の生き方、在り方について苦悩しながらも生きる登場人物が、感情豊かに生き生きと描かれている。本稿では、 『源氏物語』の影響を指摘する先行研究の再検証を行いつつ、 『とりかへばや物語』がどの様な物語として
見ることができるのか述べていく。　　　　
一、先行研究の確認























要である 考える まず、 『源氏物語』の該当箇所は、総角巻の以下の場面である。























































































一方、 『源氏物語』の場合は、先述の大意からわかるように 両者とも明らかに三途の川を意識して だものだと
考えられる。 こでの「三瀬川」という死後に渡る川は、光源氏 叶わなかった恋情 、玉鬘 不本意な結婚とに強く関連づけられている点 、 『平中物語』と異な 点であると考えられる。
次に『とりかへばや物語』の歌を見ていきたい。ａ宰相の は、 「え 深ければ」の部分で「江に」に「縁に」を掛








る。 「三瀬川後の逢瀬は知らねども」の部分は、死後に三途の川で逢うことができるか、わからないことを意味している。 「来ん世をかねて契りつるかな」で「来世で逢うことを前もって約束しましたよ」と生まれ変わってもまた尚侍（女）と共に在りたいという気持ちが表れている。また、三途の川で逢うことが難しいことから、尚侍にとって帝は最初の相手ではないことがわかる ろう。しかし、帝はそ ようなこ を責めずに 来世を考えていることから、帝の広い心と大きな愛を感じ 。
この三つの歌は、ただ「三瀬川（渡り川） 」を歌に用いた点が類似しているわけではな 。歌の内容はそれぞれ違え

















































































「光」が用いられる箇所を長谷川氏が挙げたものを参考に、表にまとめてみた。ここで一つ訂正したいところがある。長谷川氏は、Ⅹの箇所は「帝→「大将」 （女君） 」と記している。しかし、本文を確認してみたところ、帝が大将に向けて用いたことは違いないが、この箇所は男君と は異装を解き本来の姿に戻った後なので、正しくは「女君」ではなく「男君」とするべきだ。表現箇所 前後からも、帝の前に参上したのは男君の方であることがわかる。また、帝は、大将が失踪するまでの間、女君 男性 格好をして出仕していたことを知らない。その め、帝 女君に向け 表現と考えることはできない。女君が「光」と表現された箇所はⅡⅢⅤⅥⅦⅧⅨの七箇所であった。それに比べ、男君はⅠⅣⅩの三箇所だった。長
谷川氏は「成功物語」として見ることができるが、その実体は女の「挫折物語」と見ることができると述べている。そこでまずは、どういった部分から「成功物語」と見ることができるか考えていく。
女君の「光」と表現された箇所の内、ⅡⅢⅤⅨは容姿の素晴らしさを表現する時に用いられており（光ａ） 、ⅥⅦⅧ



















ることから、 「光ａ」の容姿 ついては問題なかったことがわかる。つまり、女君が失ったのは「光ｂ」の「世の光として導く存在、他者から必要とされる存在」だったことが明らか なる。長谷川氏は、物語で女君からこのような「 」を失わせることで 異装していたからこそで ていた男としての仕事や自由な行動などが 女性に戻ったことでできくなったことから、何かと制限され生きがたいものだっ こ を浮き彫りにしていると捉え、 「挫折物語」と見たということがわかる。しかし 物語の流れから考えると、女君が挫折し と見ることは妥当なのだろうか。 『源氏物語』との類似点から考え とどうなのか。このことについ は、次節において考えていきたい　　　　
四、 『源氏物語』での光


























い」といっ 描写があったわけではない。女性に戻り「光ｂ」を失ったから「挫折した」と見るのは難しい。少なくとも、女君は異装をしている際の、性別を偽ることや自分の生き方につい の悩みが解消された で、心は軽くなったのではな か 考えられる。そもそも、女君も男君も「帝の后になる や「権力を持ちたい」など いった明確な目標や自分はどうしたいと った欲 、はっきりと描かれていな ので、そういった点でも難しいのではないか。
加えて、これまで『源氏物語』での主人公の呼称に用いられる「光」について考察してきた。 「光源氏」や「光る君」




































長谷川愛「 『とりかへばや物語』研究―男装 姫君の物語」 『日本文學』第一〇二号（東京女子大学・二〇〇六年三月）
五
　
注４に同じ
－31－
『とりかへばや物語』をどう読むか
─
『源氏物語』の影響を踏まえて
─
